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次
ペ
ー
ジ
は
、
議
員
が
質
し
た
30
年
度
予
算

美麻・八坂に
地域振興支援員（各１名）
557万円

３月下旬より可燃ごみ
焼却試運転開始
6億9726万円

基本計画作成業務委託
　……………………700万円
中間年イベント費…200万円
広告宣伝費…………250万円
外注スタッフ………100万円
作品維持補修など…200万円

新改革プラン前倒し実施も

８月より
本格稼働

国庫補助（１／２）を活用
市（1/4）・事業者（1/4）負担

住宅リフォーム事業
3000万円

こまくさ幼稚園改修に
1億4575万円

持続可能な
地域づくり事業

北アルプス
エコパーク

2020年 第２回北アルプス国際芸術祭に
　　　　　　　　　 　本年度 1970万円計上

経営健全化に全力!!
市立大町総合病院 56億1653万円計上

地域にお金がまわる
しくみづくり

認定こども園

支援員が配置される美麻支所準備が進むエコパーク

５月中に撤去

持続可能な市立大町総合病院に

市民の活用を望みます

子育て支援の充実を願う

予算を 可決一般会計
164億8900万円

企業・特別会計
124億2007万円

平成30年度

3月定例会

しっかりチェックし、　  次に活かします



45 市議会だより おおまち 169号 （2018年５月）市議会だより おおまち 169号 （2018年５月）

次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問

負
担
金
支
出
に
関
す
る
追
認

行
政
側
が
違
法
で
な
い
と
主

張
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
司
法
の
判
断

を
受
け
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
議
案

に
つ
い
て
は
自
ら
違
法
を
認
め
る
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
裁
判
過

程
の
経
過
説
明
を
し
た
う
え
提
案
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

裁
判
過
程
に
お
い
て
、
平
成

27
年
９
月
議
会
で
の
議
決
時
点
で
は
、

市
長
が
実
行
委
員
長
に
な
る
こ
と
が

決
定
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
、
十
分
認
識
さ
れ
た
上
で
の
議

決
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
可
能
性

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
双
方
代
理
に
つ

い
て
議
会
の
追
認
を
得
た
ら
ど
う
か

と
の
指
摘
、
助
言
に
よ
る
も
の
で
、

違
法
性
を
認
め
て
い
る
も
の
で
は
な

い
。

―
―
―
―
―
―
―
―　

■
総
務
産
業
委
員
会
と
し
て
は
、
今

回
の
議
案
審
査
に
際
し
、
十
分
議
論

す
る
中
で「
今
後
、
民
法
第
１
０
８

条
に
定
め
る『
双
方
代
理
の
禁
止
』の

適
用
に
つ
い
て
、
疑
義
が
生
じ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
適
切
な
法
的
解
釈

に
基
づ
き
、
適
正
な
事
務
手
続
き
を

進
め
る
と
と
も
に
、
各
事
業
の
推
進

に
あ
た
っ
て
は
、
な
お
、
慎
重
を
期

す
よ
う
求
め
る
」こ
と
を
決
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

観
光
客
へ
の
対
策
は

観
光
周
遊
バ
ス
ぐ
る
り
ん
号

に
つ
い
て
、
コ
ー
ス
の
改
善
、
観
光

ガ
イ
ド
を
取
り
入
れ
る
と
の
こ
と
だ

が
内
容
は
。

現
在
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
１
台
で

運
行
し
て
い
る
が
、
利
用
者
か
ら
待

ち
時
間
が
長
く
使
い
に
く
い
と
の
指

摘
も
あ
り
、
新
年
度
か
ら
10
人
乗
り

の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
に
よ
り
、東・

南
コ
ー
ス
の
２
路
線
で
の
運
行
を
予

定
し
て
い
る
。
本
年
度
試
行
的
に
観

光
ガ
イ
ド
が
同
乗
し
た
と
こ
ろ
、
非

常
に
好
評
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
夏

休
み
期
間
な
ど
利
用
者
が
増
え
る
期

間
に
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

観
光
ガ
イ
ド
を
お
願
い
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

有
害
鳥
獣
の
対
策
を

市
内
全
域
で
有
害
鳥
獣
被
害

が
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
か
。

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
、

有
効
な
手
段
が
な
い
こ
と
か
ら
、
追

い
払
い
、
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
、
電
気

柵
等
、
様
々
な
施
策
を
打
ち
な
が
ら

総
合
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
現
在
、

捕
獲
労
力
軽
減
の
た
め
、
民
間
企
業

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
通
報
装
置
等
の
開

発
も
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

「
上
原
の
湯
」の
指
定
管
理
料
を

大
幅
に
上
げ
る
理
由
は

今
回
の
条
例
改
正
で
指
定
管

理
料
が
上
が
り
、
入
浴
の
利
用
料
も

上
が
る
こ
と
に
な
る
理
由
は
。

過
去
４
年
間
の
消
耗
品
や
光

熱
水
費
な
ど
の
経
費
の
平
均
値
か
ら

算
出
し
た
と
こ
ろ
指
定
管
理
料
の
増

加
と
な
っ
た
。
利
用
料
は
一
般
が
１

０
０
円
上
が
る
が
、
65
歳
以
上
は
２

５
０
円
の
ま
ま
で
あ
る
。

営
業
時
間
を
１
時
間
短
縮
し
、

夜
８
時
ま
で
と
し
た
理
由
は
。

本
来
、
条
例
で
は
営
業
時
間

を
夜
８
時
ま
で
と
定
め
て
お
り
条
例

通
り
に
戻
し
た
と
い
う
こ
と
。
ま
た

夜
８
時
以
降
の
利
用
者
が
非
常
に
少

な
く
安
定
経
営
の
た
め
に
も
効
率
化

は
や
む
を
得
な
い
と
考
え
た
。

大
町
病
院
の
病
床
数
と

病
院
経
営
は
今
後
ど
う
な
る
か

今
後
大
町
病
院
の
病
床
数
を

現
在
の
２
７
８
床
か
ら
１
９
９
床
へ

と
削
減
す
る
計
画
だ
が
病
院
経
営
に

と
っ
て
も
１
９
９
床
は
妥
当
と
考
え

る
か
。

試
算
で
は
収
益
は
伸
び
る
と

見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
利
用
し
や
す

く
も
な
る
。
１
９
９
床
に
す
る
こ
と

で
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
や
外
来
で
も

加
算
が
受
け
ら
れ
る
。

広
域
連
携
で
始
ま
る「
認
知

症
総
合
支
援
事
業
」と
は

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
携
自
立

圏
❶
事
業
と
し
て
新
た
に
始
ま
る
認

知
症
総
合
支
援
事
業
と
は
。

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
を
平
成
30
年
４
月
よ
り
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す
る
。
大
北

圏
域
内
の
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
と
連

携
し
専
門
的
な
見
地
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
、
で
き
る
だ
け
住
み
慣
れ
た

地
域
で
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
適

切
な
医
療
や
介
護
に
つ
な
げ
て
い
く
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

経営改善が迫られる大町総合病院

指定管理者が決定した上原の湯

有効的な対策はないが、有害鳥獣被害を減らすために一つ一つの活動をしっかりと 新年度より、2ルートで運行される「観光周遊バス ぐるりん号」（写真は現在のぐるりん号）

３月定例会は「予算議会」とも呼ばれ、
平成30年度、大町市政運営のための
予算審査が中心の議会となります。
ここでは予算審査を実施した２常任委
員会の質疑の主な内容をお知らせし
ます。

議員が
質
た だ

した

Pick
up

平成30年度
予算

　　　　　　❶北アルプス連携自立圏
　北アルプス広域内の各市町村（大町市、池田町、松川村、
白馬村、小谷村）が抱えている共通の課題を解決するため
に、大町市と広域内の各町村とが連携協約を締結して事
業を行う大北地域独自の広域連携。

用語解説？
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次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
は
市
の
行
政
全
般
に
関
し
て
議
員
が
そ
の
考
え
や
意
見
を
聞
く
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
議
場
で
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

新
年
度
予
算
に
第
５
次
総
合
計
画
の
理
念

や
市
の
将
来
像「
未
来
を
育
む　
ひ
と
が

輝
く　
信
濃
お
お
ま
ち
」が
ど
う
反
映
さ
れ
る
か
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
達
を
育
む
。
地
域
活

動
を
支
え
る
人
々
を
育
む
。
地
域
経
済
・

商
工
業
の
未
来
を
担
う
人
々
を
育
む
。
こ
の
３
つ

を
重
点
施
策
と
し
、
ハ
ー
ド
事
業
か
ら
ソ
フ
ト
事

業
、
ひ
と
づ
く
り
へ
の
転
換
を
図
り
予
算
化
し
た
。

健
全
財
政
運
営
を
今
後
ど
う
堅
持
し
て
い

く
の
か
。

限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
、
効
果
的
な
配

分
を
し
、
事
業
の
選
択
と
集
中
を
よ
り
強

化
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
を
図
る
。

総
合
計
画
を
予
算

に
ど
う
反
映
か

市
長
就
任
３
期
へ
の
評
価
お
よ
び
、
次
期

市
長
選
へ
の
思
い
は
ど
う
か
。

市
民
参
加
と
協
働
の
理
念
の
も
と
、
市
民

が
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
う
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
市
政
運
営
に
当
た
っ
て
い
る
。
進
退

に
つ
い
て
は
、
な
お
熟
慮
を
尽
く
す
。

学
校
現
場
の
働
き
方
改
革
の
進
め
方
は

学
校
現
場
に
お
け
る
業
務
改
善
事
業「
働

き
方
改
革
」の
進
め
方
は
。

教
職
員
自
ら
勤
務
時
間
を
意
識
し
た
働
き

方
を
推
進
す
る
た
め
、Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
使
っ

た
出
退
勤
管
理
シ
ス
テ
ム
を
全
校
に
導
入
し
た
。

教
職
員
の
時
間
外
勤
務
時
間
を
１
カ
月
45
時
間
以

下
、
多
忙
期
上
限
80
時
間
以
下
を
目
指
し
て
い
る
。

今
後
、
部
活
動
指
導
員
の
配
置
、
学
校
徴
収
金
業

務
の
改
善
で
、
公
会
計
に
位
置
付
け
て
い
く
。

日
本
共
産
党　

平ひ
ら
ば
や
し林　

英え
い

市い
ち

が
問
う

市
民
バ
ス
ふ
れ
あ
い
号
の
運
行
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
運
行
ル
ー
ト
や
運
行
時
刻

の
大
幅
な
見
直
し
を
行
っ
て
き
た
が
、
利
用
者
の

減
少
に
歯
止
め
が
き
か
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

利
用
者
増
の
具
体
的
な
対
策
は
な
い
の
か
。

新
年
度
、
公
共
交
通
の
今
後
の
あ
り
方
を

研
究
す
る
庁
内
の
横
断
的
な
検
討
組
織
を

立
ち
上
げ
、
抜
本
的
な
改
善
策
の
検
討
を
行
う
。

市
民
バ
ス
事
業
は
１
億
円
を
超
え
る
事
業

と
な
っ
て
い
る
。
担
当
課
は
、
毎
日
市
民

バ
ス
に
乗
り
、
利
用
者
の
声
や
運
転
手
の
声
を
直

に
聴
き
、
現
場
か
ら
真
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
民
バ
ス
事
業
抜

本
的
な
改
善
策
を

極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
の
で
、
新
年

度
か
ら
実
施
す
る
。

新
年
度
、
バ
ス
停
96
ケ
所
を
新
設
す
る
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
利
用
者
に

と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
バ
ス
停
と
な
る
の
か
。

利
用
者
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
バ
ス
停

表
示
と
な
る
よ
う
に
改
善
す
る
。

ひ
と
が
輝
く
補
助
事
業
の
成
果
は

ひ
と
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
補
助
金

を
受
け
た
団
体
の
活
動
は
、
多
く
の
市
民

へ
広
が
り
が
見
ら
れ
な
い
。
補
助
を
受
け
た
団
体

活
動
の
た
め
だ
け
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

市
民
に
広
が
り
が
出
て
い
る
か
の
調
査
は

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
実
施
す
べ
く
検
討

す
る
。

市
内
の
中
学
校
で
不
登
校
の
生
徒
が
多
い

と
聞
く
が
実
態
は
ど
う
か
。

平
成
19
年
度
は
小
中
合
わ
せ
て
57
人
、
在

籍
比
率
２・
０
３
％
と
県
下
19
市
で
最
も

悪
い
状
況
だ
っ
た
が
、
24
年
度
は
21
人
ま
で
減
少

し
た
。
そ
の
後
、
再
び
増
加
傾
向
と
な
り
、
昨
年

度
は
36
人
、
本
年
度
は
１
月
現
在
で
52
人
と
中
学

校
中
心
に
急
激
に
増
加
し
て
お
り
、
早
急
に
抜
本

的
な
対
策
が
必
要
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

不
登
校
の
原
因
と
具
体
的
な
対
策
は
ど
う

講
じ
て
い
る
の
か
。

学
業
不
振
や
怠
学
、
交
友
関
係
、
家
庭
事

情
や
成
育
歴
、
疾
病
等
が
複
雑
に
関
係
し

不
登
校
の
実
態
と

原
因
及
び
対
策
は

た
ケ
ー
ス
が
増
加
。
初
期
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
児

童
生
徒
へ
の
ケ
ア
を
は
じ
め
指
導
と
支
援
に
努
め

て
い
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
予
算
拡
大
を

当
初
は
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
と
し

て
発
足
。
補
助
額
６
６
０
０
万
円
余
に
対

し
、
約
７
倍
の
経
済
効
果
が
あ
っ
た
と
市
も
評
価

し
て
い
る
。
平
成
27
年
度
か
ら
住
宅
性
能
向
上
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
に
名
称
が
変
わ
っ
て「
手
続
き
も

複
雑
に
な
り
、
利
用
し
に
く
い
」と
の
声
が
あ
る
。

予
算
も
半
額
以
下
の
３
０
０
０
万
円
に
な
っ
た
。

市
民
要
望
に
応
じ
て
追
加
の
補
正
予
算
を
組
む
考

え
は
な
い
か
。

年
度
途
中
で
補
正
を
行
う
予
定
は
な
い
。

政
友
ク
ラ
ブ　

岡お
か　

秀ひ
で

子こ

が
問
う

市
民
ク
ラ
ブ　

中な
か
牧ま
き　

盛も
り
登と

が
問
う

大町市5次総合計画実施2年目の30年度は
様々な分野で活躍する人材・ひとづくりへ

市民バス「循環線」ふれあい号

住宅性能向上リフォーム助成で風雪を防
ぐ玄関の改築を実施した住宅

経
済
波
及
効
果
が
大
き
い
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
予
算
の
増
額
を

市
長
就
任
３
期
目
の
評
価
と

次
期
市
長
選
へ
の
思
い
は

空
気
を
の
せ
た
バ
ス
。
こ
の
ま

ま
で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
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次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
形
式
で
質
問
す
る
議
員
１
人
の
持
ち
時
間
は
20
分
以
内
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、

行
政
側
の
答
弁
を
含
め
る
と
、
お
よ
そ
50
分
程
度
と
な
り
ま
す
。

芸
術
祭
実
行
委
員
会
５
９
１
０
万
円
無
申
告

28
年
度
芸
術
祭
実
行
委
員
会
の
決
算
書
の

収
入
は
１
億
３
３
７
０
万
円
だ
が
確
定
申

告
で
は
７
４
６
０
万
円
の
申
告
の
み
で
５
９
１
０

万
円
は
申
告
さ
れ
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
実
行
委
員
会
の
構
成
者
は
、
実
行
委
員

会
に
対
し
て
１
円
の
負
担
も
し
て
お
ら
ず
、
実
行

委
員
会
事
業
費
７
６
２
７
万
円
余
や
、
市
職
員
の

実
行
委
員
会
業
務
に
つ
い
た
費
用
１
億
２
９
３
７

万
円
余
は
益
金
と
し
て
申
告
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
し
て
い
な
い
。
修
正
申
告
す
る
か
う
か

が
う
。 第

２
回
芸
術
祭
は

白
紙
か
ら
再
考
を

税
理
士
と
相
談
し
て
申
告
し
て
い
る
。
税

法
に
抵
触
し
て
い
れ
ば
修
正
申
告
す
る
。

芸
術
祭
・
作
品
制
作
費
の
総
額
と
確
認
方
法
は

フ
ラ
ム
氏
の
会
社
か
ら
作
家
に
支
払
わ
れ

た
29
年
度
分
の
作
品
制
作
費
は
い
く
ら
で

作
家
数
は
何
人
か
。
支
払
い
金
額
の
確
認
方
法
は
。

作
家
へ
の
支
払
い
は
３
２
２
８
万
円
。
文

化
庁
補
助
金
の
実
績
報
告
書
で
確
認
す
る
。

芸
術
祭
の
宿
泊
客
数
は
前
年
同
月
よ
り
減
少

市
長
は
長
野
経
済
研
究
所
の
宿
泊
客
純
増
は
妥
当

と
い
う
が
、
６
・
７
月
の
宿
泊
入
湯
税
客

は
６
７
２
人
減
少
し
、
１
万
８
４
４
０
人

増
加
し
た
と
す
る
実
体
が
確
認
で
き
な
い
。
長
野

経
済
研
究
所
に
よ
る
説
明
会
を
開
催
す
べ
き
だ
。

説
明
会
は
、
様
々
な
観
点
か
ら
検
討
し
た

い
。

虹
と
緑
の
会　

大お
お

和わ　
幸よ
し

久ひ
さ

が
問
う

大
町
病
院
の
経
費
削
減
の
一
環
と
し
て
、

管
理
職
手
当
の
削
減
が
実
施
さ
れ
て
い
る

が
そ
の
内
容
は
、
院
長
が
４
割
削
減
、
副
院
長
と

事
務
長
は
３
割
削
減
、
診
療
部
長
、
看
護
部
長
は

２
割
削
減
が
、
ま
さ
に
こ
の
２
月
よ
り
実
行
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
業
務
改
善
に
も
取
り
組
み
、
超

過
勤
務
手
当
の
削
減
を
は
じ
め
、
外
来
医
事
業
務

の
直
営
化
に
よ
る
委
託
料
の
削
減
や
、
単
価
交
渉

に
よ
る
診
療
材
料
費
の
削
減
な
ど
、
新
改
革
プ
ラ

ン
に
よ
り
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
は
あ
る
が
経
費
削

減
の
努
力
が
、
垣
間
見
え
て
僅
か
な
が
ら
だ
が
、

経
営
改
善
に
向
け
て
結
果
が
出
つ
つ
あ
る
こ
と
に

期
待
を
す
る
。
現
在
の
２
７
８
床
の
ベ
ッ
ド
数
を

大
町
病
院
の
経
営

改
善
を
聴
き
質
す

削
減
し
て
１
９
９
床
に
す
る
事
を
検
討
し
て
い
る

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
な
ぜ
１
９
９
床
に
す
る
の

か
、
そ
の
意
味
を
分
か
り
や
す
く
説
明
を
願
い
た

い
。

過
去
3
年
間
の
入
院
患
者
数
の
平
均
は

１
７
０
床
く
ら
い
で
あ
る
。
人
口
減
少
を

考
慮
し
て
も
、
今
ま
で
通
り
の
診
療
体
制
が
維
持

で
き
る
。

　
１
９
９
床
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
診
療
報
酬
で

は
大
町
病
院
に
か
か
り
つ
け
医
の
機
能
が
加
わ
り
、

病
状
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
病
院
と
し
て
、
診

療
報
酬
上
に
お
い
て
よ
り
評
価
さ
れ
、
外
来
診

療
、
入
院
の
施
設
基
準
な
ど
に
つ
い
て
も
優
遇
措

置
が
受
け
ら
れ
、
経
営
的
に
も
、
外
来
収
益
や
地

域
包
括
ケ
ア
病
床
入
院
料
の
増
加
が
見
込
め
約

３
０
０
０
万
円
の
収
益
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

さ
ら
に
検
討
を
加
え
て
上
程
を
す
る
。

「
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
」が
始
ま
っ
て
い
る

が
、
経
過
と
今
後
の
見
通
し
は
。

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
出
退
勤
管
理
を

始
め
て
い
る
が
、
設
置
前
後
の
変
化
は
。

適
切
な
勤
務
時
間
を
把
握
す
る「
手
段
」と

し
て
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
用
い
た
出
退
勤
管
理

を
行
い
、
勤
務
時
間
を「
可
視
化
」し
教
職
員
一
人

ひ
と
り
が
、
自
ら
の
勤
務
時
間
を
意
識
し
た
働
き

方
へ
の
転
換
を
促
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

教
職
員
の
労
働
時
間
は
何
時
間
か
。
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
導
入
後
、
時
間
的
変
化
は
ど
う
か
。

１
週
間
38
時
間
45
分
、
１
日
7
時
間
45
分

を
超
え
な
い
範
囲
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
達
の
た
め

に
な
る
改
革
を

導
入
後
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
開
始
間
も
な

い
こ
と
と
過
去
の
正
確
な
デ
ー
タ
等
が
存
在
し
な

い
た
め
現
時
点
で
は
確
認
で
き
な
い
。

勤
務
・
退
勤
時
間
を
守
る
た
め
タ
イ
ム

カ
ー
ド
を
押
し
、
再
び
仕
事
に
戻
る
と
い

う
話
を
聞
い
た
が
、
市
の
シ
ス
テ
ム
は
ど
う
対
応

し
て
い
る
か
。
ま
た
、
教
職
員
に
支
給
の「
教
職

員
調
整
額
」も
長
時
間
勤
務
の
原
因
で
は
な
い
か
。

教
職
員
の
業
務
は
学
校
内
で
完
結
す
る
こ

と
ば
か
り
で
な
い
た
め
、
実
際
に
要
し
た

時
間
を
管
理
職
に
報
告
し
、
後
日
、
デ
ー
タ
を
修

正
す
る
。
公
立
学
校
の
教
員
は
、
時
間
外
労
働
の

割
増
賃
金
が
適
用
除
外
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
現
行
制
度
が
、
勤
務
時
間
の
実
態
把
握
が
で

き
な
い
一
因
と
の
指
摘
も
あ
り
文
科
省
で
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

堀ほ
り　

堅け
ん

一い
ち

が
問
う

政
友
ク
ラ
ブ　

降ふ
り

旗は
た　

達た
つ

也や

が
問
う

維持管理費は今年1年で200万円かかる

平成32年の黒字化の約束を果たしてもらう
ためにも、皆様の協力をお願いいたします

改革を通じ、児童生徒との時間や教職員の方
の時間が、今迄以上に持てるよう期待します

次
回
芸
術
祭
は
一
部
の
声
だ
け
で

な
く
市
民
の
声
の
反
映
を

30
年
度
予
算
書
か
ら
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
、
芸
術
祭
他
を
聞
く

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も

教
職
員
の
た
め
に
も
良
い
改
革
を
！
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次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問
と
行
政
視
察
報
告

一
般
質
問

質
問
し
よ
う
と
す
る
議
員
は
、「
何
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
問
題
意
識
で
」質
問
す
る
の
か
を
予
め

通
告
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、行
政
側
か
ら
噛
み
あ
っ
た
答
弁（
公
式
の
見
解
）を
得
る
た
め
で
す
。

受
益
者
負
担
金
は
、
ど
の
よ
う
な
計
算
根

拠
か
。

総
事
業
費
か
ら
国
庫
補
助
と
起
債
を
除
い

た
も
の
で
あ
る
。

大
町
公
共
の
当
初
計
画
の
事
業
費
と
現
在

ま
で
に
要
し
た
事
業
費
は
い
く
ら
か
。

当
初
計
画
の
建
設
事
業
費
は
３
５
９
億

円
。
現
在
ま
で
に
要
し
た
建
設
事
業
費
は

１
９
７
億
３
千
万
円
で
あ
る
。

当
初
計
画
で
計
算
し
た
受
益
者
負
担
金
総

額
は
い
く
ら
か
。
現
在
は
い
く
ら
か
。

当
初
計
画
の
受
益
者
負
担
金
総
額
は
24
億

円
で
あ
る
。
現
在
は
20
億
８
千
万
円
で
あ

下
水
道
の
市
民
負

担
は
適
正
か

る
。

当
初
計
画
の
事
業
費
が
３
５
９
億
円
で
、

実
際
に
か
か
っ
た
事
業
費
が
１
９
７
億
円

な
ら
大
幅
な
差
が
あ
る
。
受
益
者
負
担
金
は
取
り

す
ぎ
に
な
る
。
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

下
水
道
事
業
が
ス
タ
ー
ト
の
時
に
理
由
が

あ
っ
て
条
例
で
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

使
用
料
に
つ
い
て
伺
う
。
一
般
会
計
か
ら

下
水
道
会
計
へ
は
、
操
出
基
準
ど
お
り
に

全
額
繰
出
し
て
い
る
か
。

所
要
額
全
額
を
繰
り
出
し
て
い
る
。

下
水
道
事
業
で
は
、
一
般
会
計
か
ら
操
出

し
さ
れ
て
い
る
全
額
を
使
用
料
対
象
経
費

か
ら
控
除
し
て
い
る
か
。

交
付
税
措
置
さ
れ
て
い
る
額
と
高
資
本
費

対
策
に
要
す
る
額
は
控
除
し
て
い
る
。

市
民
ク
ラ
ブ　

大お
お
厩ま
や　
富と
み

義よ
し

が
問
う

敷
地
境
界
で
、
臭
気
指
数
15
を
超
え
て
い

る
日
が
あ
る
。
こ
の
対
策
を
伺
う
。

臭
気
対
策
は
事
業
者
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

入
れ
て
対
応
し
て
い
る
。
市
職
員
が
事
業

場
に
赴
き
、
作
業
内
容
や
臭
気
対
策
の
状
況
を

確
認
し
、
廃
棄
物
の
性
状
と
醗
酵
の
状
態
な
ど

チ
ェ
ッ
ク
し
、
臭
気
対
策
を
徹
底
す
る
よ
う
強
く

要
請
し
て
い
る
。

今
後
の
事
業
者
に
対
す
る
、
監
視
・
指
導

の
具
体
的
な
対
応
策
は
。

県
の
環
境
課
や
泉
地
区
協
定
書
の
中
で
、

体
制
の
強
化
を
図
り
、
搬
入
量
の
確
認
等

を
県
と
確
認
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。
新
た
な

泉
地
区
の
悪
臭
は

抑
え
ら
れ
る
か

問
題
が
出
れ
ば
対
応
し
て
い
く
。

上
原
の
湯
は
直
営
に
で
き
な
い
の
か

今
回
の
指
定
管
理
者
の
応
募
は
２
者
あ
っ

た
が
、
選
定
理
由
は
何
か
。

今
ま
で
の
実
績
・
地
域
の
方
を
巻
き
込
ん

だ
自
主
事
業
・
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
自

主
事
業
の
提
案
か
ら
選
定
し
た
。

指
定
管
理
料
が
２
５
０
万
円
ほ
ど
上
が
り

５
０
０
万
円
と
な
る
。
営
業
終
了
時
間
も

１
時
間
短
縮
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が

る
。
施
設
を
直
営
に
し
、
地
元
の
経
営
者
を
育
て

る
こ
と
で
経
費
も
削
減
で
き
る
と
考
え
る
が
。

市
と
し
て
は
、
手
続
き
に
よ
り
指
定
管
理

制
度
を
と
っ
て
い
る
。
経
営
状
況
は
平
均

年
間
５
０
０
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
た
。
地
域

に
や
る
気
の
あ
る
人
が
い
れ
ば
手
を
あ
げ
て
い
た

だ
き
た
い
。

小
中
学
生
の
い
じ
め
対
策
と
し
て
、
匿
名

で
学
校
に
い
じ
め
を
通
報
で
き
る
ア
プ
リ

ス
ト
ッ
プ
・
イ
ッ
ト
❷
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

ス
ト
ッ
プ
・
イ
ッ
ト
な
ど
の
ア
プ
リ
は
、

匿
名
で
相
談
や
通
報
が
で
き
、
速
報
性
を

持
つ
と
と
も
に
情
報
を
収
集
す
る
手
段
と
し
て
有

効
と
考
え
る
。
今
後
、
情
報
管
理
の
信
頼
性
な
ど

総
合
的
に
判
断
し
、
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

自
転
車
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

大
町
市
の
観
光
振
興
の
た
め
に
、
街
の
複

数
カ
所
に
設
け
ら
れ
た
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト

（
自
転
車
置
場
）で
自
転
車
を
借
り
た
り
返
却
が
で

い
じ
め
か
ら
子
ど

も
た
ち
を
守
れ

き
る
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
導
入
を
提
言
す
る
。

交
通
手
段
の
選
択
肢
の
幅
を
広
げ
、
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
意
味
で
も
、
芸
術
祭
等
、

今
後
の
観
光
誘
客
全
体
か
ら
見
て
検
討
に
値
す
る
。

今
後
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
導
入
に
つ
い
て
観
光
・

交
通
の
関
係
者
と
具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
。

大
町
市
周
辺
に
お
い
て
自
転
車
の
イ
ベ
ン

ト
が
増
え
て
い
る
。
安
全
な
自
転
車
走
行

の
た
め
に
道
路
補
修
や
段
差
の
解
消
な
ど
適
切
な

維
持
管
理
が
で
き
て
い
る
の
か
。

重
要
と
考
え
る
。
今
後
、
国
際
芸
術
祭
や

大
き
な
自
転
車
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
市
外
か

ら
の
多
く
の
来
訪
者
も
見
込
ま
れ
る
。
こ
れ
ま
で

以
上
に
道
路
の
段
差
解
消
、
路
面
整
備
を
実
施
し
、

清
掃
や
除
草
作
業
の
実
施
時
期
や
場
所
等
を
見
極

め
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
た
い
。

虹
と
緑
の
会　

栗く
り
ば
や
し林　
学ま
な
ぶ

が
問
う

公
明
党　

太お
お
田た　
昭し
ょ
う
じ司
が
問
う

現在稼働中の浄水センター。当初予定し
ていた事業は終了しているはずだが…

近年、自転車イベントの開催で多くの自
転車愛好家がおおまちへ

利用者は年間７万人の上原の湯

実
事
業
費
に
併
せ
て
受
益
者
負
担

金
も
見
直
す
べ
き
で
は

無
駄
な
出
費
を
抑
え
、
人
を
育
て

る
お
金
の
使
い
方
に

い
じ
め
撲
滅
に
向
け
、
で
き
る
こ

と
は
何
で
も
し
て
ほ
し
い

　　　　　　❷ストップ・イット
　いじめなどを受けた人・目撃した人が、匿名で学校等
に報告・相談ができるサービス。スマートフォンやタブ
レットに専用のアプリをインストールして使用するか、
または専用のホームページから報告・相談もできる。

用語解説？
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一
般
質
問

美
麻
・
八
坂
両
地
区
の
過
疎
対
策
を
ど
の

よ
う
に
進
め
る
か
。

合
併
以
前
か
ら
両
地
区
と
も
過
疎
地
域
で

あ
っ
た
の
で
継
続
し
て
過
疎
法
が
適
用
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
地
域
住
民
と
知
恵
を
出
し
合

い
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
、
効
果
に
結
び
付

く
実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

地
域
振
興
支
援
員
の
目
的
と
具
体
的
な
任

務
は
何
か
。

将
来
に
向
け
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
の
ソ
フ
ト
対
策
の
一
環
と
し

て
新
年
度
新
た
に
両
支
所
に
そ
れ
ぞ
れ
１
名
の
地

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
で
は
２
月
８
日
か

ら
９
日
ま
で
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
主
な

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

静
岡
県
菊
川
市
・

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
目
的
を

あ
き
ら
か
に
し
て
取
り
組
む

　
議
会
だ
よ
り
は
議
会
の
活
動
を
市
民
に

伝
え
、
市
民
参
加
や
市
民
自
治
に
つ
な
げ

る
最
も
身
近
な
ツ
ー
ル
と
位
置
付
け
、
親

し
み
や
す
く
、
議
会
や
議
員
と
市
民
と
の

距
離
を
な
く
し
て
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ

す
こ
と
を
目
的
に
編
集
し
て
い
ま
す
。

市
民
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

　
平
成
27
年
市
役
所

ロ
ビ
ー
で
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、

こ
れ
を
リ
ニ
ュ
―
ア

ル
に
反
映
し
ま
し
た
。

何
を
す
る
の

地
域
振
興
支
援
員

域
振
興
支
援
員
を
配
置
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
両
地
区
そ
れ
ぞ
れ
地
域
住
民
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
。
自
主
的
な
地
域
づ
く
り
の
２
つ
の
組
織
事

務
局
の
一
端
を
担
い
な
が
ら
、
会
の
活
動
を
よ
り

充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
に
結
び

付
け
る
。
２
つ
目
は
地
域
集
落
の
現
状
を
把
握
し

協
働
で
課
題
解
決
に
取
り
組
む
も
の
。
机
に
座
っ

て
い
る
だ
け
で
な
く
積
極
的
に
集
落
を
訪
問
し
課

題
を
把
握
し
た
う
え
で
活
性
化
対
策
の
橋
渡
し
役

を
目
指
し
て
い
く
。

創
業
希
望
者
や
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
に

対
す
る
支
援
策
は
。

平
成
28
年
度
か
ら
年
１
回
、
５
日
間
の
日

程
で
創
業
に
対
す
る
知
識
を
習
得
す
る
た

め
の
創
業
塾
を
開
催
し
て
い
る
。

政
友
ク
ラ
ブ　

佐さ
　と
う藤　
浩ひ
ろ
樹き

が
問
う

政
友
ク
ラ
ブ　

二に
じ
ょ
う條　
孝た
か

夫お

が
問
う

大
町
の
特
色
あ
る
農
業
の
振
興
と
そ
の
た

め
に
ど
ん
な
支
援
が
出
来
る
の
か
。

当
市
の
農
業
の
特
色
は
、
豊
か
で
清
冽
な

北
ア
ル
プ
ス
の
水
に
育
ま
れ
る
水
稲
と
、

朝
晩
の
気
温
差
や
標
高
に
適
し
た
、
果
樹
・
野
菜

の
栽
培
で
あ
る
。
米
プ
ラ
ス
α
と
し
て
、
大
町
の

特
色
あ
る
農
産
物
の
品
質
向
上
と
生
産
の
安
定
化

に
努
め
、
他
の
生
産
地
と
の
差
別
化
を
図
り
収
益

性
の
高
い
園
芸
品
目
等
の
導
入
に
よ
る
経
営
の
複

合
化
や
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
等
へ
の
取
り
組
み
を

支
援
す
る
。

若
手
農
業
者
や
新
規
農
業
者
の
育
成
が
最

重
要
だ
が
、
市
と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

農
業
を
大
町
の

一
大
産
業
に

若
手
農
家
で
構
成
さ
れ
る「
ア
ル
プ
ス

フ
ァ
―
マ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」や
他
の
地
域
や

他
産
業
と
の
交
流
活
動
し
て
い
る「
パ
ル
ネ
ッ
ト

長
野（
長
野
県
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
）」な
ど
若
手
農

業
従
事
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
加
支
援
を
行

う
。
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
の
認
定
を
受
け

た
農
業
者
に
対
し
、
経
営
、
技
術
、
農
地
、
営
農

資
金
な
ど
担
当
者
に
よ
る
支
援
を
し
、
無
利
息
の

青
年
等
就
農
資
金
な
ど
農
業
制
度
資
金
活
用
な
ど

の
支
援
を
し
て
い
く
。

農
業
に
関
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
開
設
し
て
は
ど
う
か
。

様
々
な
制
度
を
担
当
す
る
組
織
が
多
岐
に

わ
た
り
困
難
で
は
あ
る
が
、
農
業
に
関
す

る
情
報
発
信
を
一
元
化
す
べ
く
努
力
す
る
。

  

そ
の
他
の
質
問　

「
県
と
の
連
携
の
重
要
性
」に
つ
い
て
。

　
議
会
広
報
・

　
基
礎
講
座
を
学
ぶ

　
名
古
屋
市
に
て
地
方
自
治
総
合
研
究
所

の
吉
村
潔
氏
の
講
習
を
受
け
ま
し
た
。
議

会
広
報
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
基
本
に
し
な

が
ら
、
多
く
の
先
進
事
例
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

  

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト　

①
議
会
の「
存
在
感
」を
示
す
広
報

②
質
疑
な
ど
の
プ
ロ
セ
ス
を
公
開

③「
読
者
目
線
」で
わ
か
り
や
す
く

④
手
が
の
び「
読
み
た
く
な
る
」工
夫

⑤
結
果
報
告
で
終
わ
ら
な
い
広
報

⑥
住
民
参
加
の「
協
働
広
報
」に

⑦
議
会
情
報「
入
手
ル
ー
ト
」の
多
様
化

人気の定住促進住宅（美麻地区）

農業は各産業の要。農業の六次産業化に向
けノウハウを持つ県との連携は欠かせない

菊川市みどころフォトコンテスト入賞作品から
季節に合ったものを表紙に採用

住民が読みたくなる議会広報紙づくりの
基礎講座を受講

過
疎
対
策
に
つ
い
て
と
地
域
振
興

支
援
員
の
役
割
と
具
体
的
な
任
務
は

頑
固
な
ま
で
に
こ
だ
わ
り
を
持
つ

農
業
者
を
育
成
せ
よ

行 政 視 察 の 成 果 を   お し ら せ し ま す
次
ペ
ー
ジ
は
、
討
論
と
審
議
結
果
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反対

反対

反対

賛成

賛成

賛成

　
国
際
芸
術
祭
の
経
済
波
及
効
果
の

検
証
に
疑
義
が
あ
る
。
市
の
負
担
金

支
出
も
、
運
営
体
制
と
予
算
執
行
に

違
法
を
指
摘
さ
れ
る
点
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
林

　
第
２
回
国
際
芸
術
祭
の
開
催
を
、

庁
議
と
実
行
委
員
会
で
一
方
的
に
決

定
し
て
市
民
に
押
し
付
け
る
手
法

は
、
独
断
専
横
の
行
政
手
法
で
容
認

で
き
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
大
和

　
日
本
の
繁
栄
は
九
条
が
あ
っ
た
か
ら

だ
。
交
戦
権
の
容
認
、
国
防
軍
保
持
の

発
議
は
最
低
投
票
数
の
規
定
も
無
い
国

民
投
票
で
、
そ
の
総
意
は
反
映
で
き
な

い
。
現
時
点
で
反
対
す
べ
き
だ
。
神
社

　
憲
法
９
条
が
改
憲
さ
れ
、
自
衛
隊
を

明
記
す
る
事
に
よ
っ
て
「
戦
争
放
棄
」

を
明
言
し
て
い
る
９
条
２
項
は
死
文
化

し
て
、
無
制
限
の
武
力
行
使
に
つ
な
が

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
林

　
日
本
の
侵
略
戦
争
を
肯
定
・
美
化
す

る「
靖
国
派
」の
代
表
格
安
倍
首
相
が
い

う「
国
の
形
を
変
え
る
」と
は「
戦
争
す

る
国
造
り
」で
容
認
で
き
な
い
。 

大
和

　
双
方
代
理
の
違
法
性
を
議
会
の

追
認
で
解
消
を
図
る
議
案
だ
が
、

市
長
は
、「
疑
義
は
あ
る
が
違
法

性
は
な
い
」と
い
う
見
解
で
あ
り
、

議
案
提
案
根
拠
が
な
い
。　
大
和

　
新
年
度
予
算
は
、
第
５
次
総
合
計

画
の
市
の
将
来
像
実
現
の
た
め
に
、

ひ
と
を
育
む
多
く
の
新
規
事
業
、
増

強
事
業
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
計
画

の
着
実
な
推
進
に
期
待
し
、
賛
成
で

あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡

　
第
５
次
総
合
計
画
の
将
来
像
の
実

現
に
向
け
、
特
に
、
ひ
と
を
育
む
た

め
の
多
く
の
新
規
、
増
強
事
業
を
積

極
的
に
計
上
さ
れ
て
お
り
評
価
に
値

す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林

　
今
の
憲
法
は
時
代
に
合
わ
せ
て
変
え

る
べ
き
で
、
何
も
議
論
を
し
な
い
う
ち

に
反
対
す
べ
き
で
は
な
い
。
常
識
あ
る

国
会
で
の
議
論
を
見
守
り
た
い
。
中
牧

　
自
衛
隊
の
存
在
な
ど
現
憲
法
で
は
対

応
で
き
な
い
状
況
。
だ
か
ら
こ
そ
憲
法

の
あ
り
方
の
議
論
が
大
事
で
あ
り
、
発

議
さ
え
も
反
対
す
る
の
は
民
主
主
義
の

根
幹
を
脅
か
す
。　
　
　
　
　
　
二
條

　
「
双
方
代
理
」は
専
門
家
の
間
で

も
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
か
ら
こ

そ「
追
認
」と
い
う
形
を
取
り「
疑

義
」を
解
消
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

当
然
の
話
。　
　
　
　
　
　
太
田

　
当
該
実
行
委
員
会
等
は
と
も
に

市
の
施
策
推
進
上
必
要
な
組
織
で

あ
り
、
民
法
上
、
疑
義
が
あ
る
と

す
る
な
ら
ば
、
議
会
が
承
認
す
れ

ば
問
題
な
い
。　
　
　
　
　
小
林

　
市
議
会
と
し
て
も
、
芸
術
祭
は

必
要
な
事
業
で
あ
る
と
認
め
て
い

る
の
で
、
事
務
的
に
疑
義
が
あ
れ

ば
解
消
し
、
次
期
開
催
に
向
け
て

取
り
組
む
べ
き
だ
。　
　
　
中
牧

★point★ ………………………………………………
　討論は、「反対」か「賛成」かの議員個人の意見を表明し、意見の
異なる議員を自分の意見に賛同を求めるために行われます。
　なぜ可決なのか、なぜ否決なのか・・。議会の選択（議決）理
由の一つとしてご覧ください。（要約してお伝えしています）

平
成
30
年
度

一
般
会
計
予
算

（
議
案
第
40
号
）

憲
法
９
条
改
正
の
改
憲
案
の

国
会
発
議
に
反
対
す
る
意
見

書
提
出
を
求
め
る

（
陳
情
第
４
号
）

市
長
の
双
方
代
理
に
つ
い
て

議
会
の
追
認
を
求
め
る

（
議
案
第
50
・
51
号
）

提出案件の審議結果
平成30年3月定例会 討論

沸騰!!
◇賛否が分かれた案件

議
案
番
号
等

案　　件

日本共産党 虹と緑の会 市民クラブ 政友クラブ 無 無 公 無
結　
果

松
島　
吉
子

平
林　
英
市

栗
林　
　
学

大
和　
幸
久

大
厩　
富
義

中
牧　
盛
登

降
旗　
達
也

佐
藤　
浩
樹

岡　
　
秀
子

勝
野　
富
男

二
條　
孝
夫

小
林　
治
男

堀　
　
堅
一

神
社　
正
幸

太
田　
昭
司

髙
橋　
　
正

議案第25号 大町市コミュニティセンターの指定管理者の指定に
ついて

欠　
　
　
席

● ● ● ○ ○ ○

欠　
　
　
席

○

議　
　
　
長

○ ○ ○ ○ ○ ● 可決
議案第33号 平成29年度大町市一般会計補正予算（第10号） ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第40号 平成30年度大町市一般会計予算 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第42号 平成30年度大町市後期高齢者医療特別会計予算 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第46号 平成30年度大町市公共下水道事業会計予算 ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第50号 負担金支出に関する追認について ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第51号 負担金支出に関する追認について ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第54号 大町市国民健康保険事業財政調整基金条例の一部
を改正する条例制定について ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

陳情第4号 憲法第9条改正と緊急事態条項を含む改憲案の国会
発議に反対する意見書提出について ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● 不採択

陳情第5号 国に対して生活保護費引き下げ中止を求める意見書
提出について ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

陳情第6号 北アルプス国際芸術祭経済効果分析調査業務報告
書の説明会の開催を求める陳情 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

陳情第7号 山岳文化都市宣言の具体化に関する陳情 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

◇全会一致で可決・承認・同意・採択された案件
議案

番号等 案　件 結果

議案第2
〜20号 大町市農業委員会委員の任命について 同意

議案
第21号

大町市及び池田町における北アルプス連携自
立圏形成に係る連携協約の一部を変更する協
約の締結の協議について

可決

議案
第22号

大町市及び松川村における北アルプス連携自
立圏形成に係る連携協約の一部を変更する協
約の締結の協議について

可決

議案
第23号

大町市及び白馬村における北アルプス連携自
立圏形成に係る連携協約の一部を変更する協
約の締結の協議について

可決

議案
第24号

大町市及び小谷村における北アルプス連携自
立圏形成に係る連携協約の一部を変更する協
約の締結の協議について

可決

議案
第26号 市道路線の認定について 可決

議案
第27号

大町市長の選挙における選挙運動用ビラの作
成の公営に関する条例の一部を改正する条例
制定について

可決

議案
第28号

大町市職員の退職手当に関する条例等の一部
を改正する条例制定について 可決

議案
第29号

大町市特別職の職員の退職手当に関する条例
の一部を改正する条例制定について 可決

議案
第30号

大町市企業立地の促進等による産業集積区域
における固定資産税の課税免除に関する条例
の一部を改正する条例制定について

可決

議案
第31号

大町市都市公園条例の一部を改正する条例制
定について 可決

議案
第32号

大町市建築物における駐車施設の附置等に関
する条例の一部を改正する条例制定について 可決

議案
第34号

平成29年度大町市国民健康保険特別会計補正
予算（第３号) 可決

議案
番号等 案　件 結果
議案

第35号
平成29年度大町市公営簡易水道事業特別会計
補正予算（第３号） 可決

議案
第36号

平成29年度大町市水道事業会計補正予算
（第２号） 可決

議案
第37号

平成29年度大町市温泉引湯事業会計補正予算
（第３号） 可決

議案
第38号

平成29年度大町市公共下水道事業会計補正予算
（第３号） 可決

議案
第39号

平成29年度大町市病院事業会計補正予算
（第５号） 可決

議案
第41号 平成30年度大町市国民健康保険特別会計予算 可決
議案

第43号 平成30年度大町市公営簡易水道事業特別会計予算 可決
議案

第44号 平成30年度大町市水道事業会計予算 可決
議案

第45号 平成30年度大町市温泉引湯事業会計予算 可決
議案

第47号 平成30年度大町市農業集落排水事業会計予算 可決
議案

第48号 平成30年度大町市病院事業会計予算 可決
議案

第49号 公平委員会委員の選任について 同意
議案

第52号
大町市消防団員等公務災害補償条例の一部を
改正する条例制定について 可決

議案
第53号

大町市国民健康保険税条例の一部を改正する
条例制定について 可決

陳情
第1号

長野県指定無形民俗文化財「若一王子神社やぶ
さめ」に係る財政的支援について 採択

陳情
第2号 有害鳥獣被害対策について 採択
陳情

第3号 有害鳥獣被害対策について 採択
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次回 ６月定例会 は
　５月23日 開会予定です

本会議の
生中継

傍聴をご希望の方は議会棟２階
事務局までお越しください

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

皆
様
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

インターネットと市ケーブ
ルテレビで放送しています。
録画・再放送もご覧いた
だけます。

岡
おか

野
の

翼
つばさ

さん　八坂小６年生

伊
い

藤
とう

真
ま

帆
ほ

さん　北小６年生

荒
あら

井
い

春
はる

樹
き

さん　南小６年生

山
やま

田
だ

陽
ひ

菜
な

さん　西小６年生

西
にし

田
だ

せろりさん　美麻小中６年生伊
い

藤
とう

蒼
あお

都
と

さん　東小６年生

議員が市民の皆様の声を取材して、記載するひろばです。
第１回は市内小学校の６人を訪ねました。

よいところは、自然が
多く、リスなど野生動
物がいて楽しい。将来
は、きちんとまじめに
　　仕事をがんばりた
　　いです。がんばっ
　　　ていることは、
　　　６年生になるの
　　　で、勉強や児童
　　　会活動です。

よいところは、自然がたくさんあっ
て、生き物が住みやすいところです。

将来の夢は、自然の生
き物・動物に関わる仕
事がしたいです。がん
ばっていることは、総
合の時間などで、大町の
　自然や生き物などを
　みんなにアピールし
　　ています。

大町は空気や水が
きれいで、生き物
も 多 く 自 然 が 豊
か。テニスで友達
と絆を深めること
と、プロテニスプ
レーヤーになって
　　世界で活躍し
　　　たい。

よいところは、自然
豊 か で 遊 べ る こ と
と、山菜がおいしい
ところです。将来は、
保育士になりたいと
思っています。山
村留学で太鼓や
踊りを発表に向
けてがんばって
います。

よいところは、み
んなが笑顔で、自
然がきれいなとこ
ろ。将来は、プロ
サッカー選手にな
りたい。がんばっ
ていることは、
金管バンドと
家庭学習で
す。

よいところは、自然
豊かで北アルプスが
見えるところです。
将来の夢は、フライ
トナースになって人
を助けることです。
今がんばっている
のは、サッカー
です。

市民のみなさん

取材にご協力
お願いします！

４月から最上級生
ランドセルも

小さくなりました

❶大町市のよいところは？
❷将来の夢は何ですか？
❸今がんばっていることは？

大町市議会 議会中継

傍聴席は60席
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